
 

 

 

会議名等 令和６年度当事者会 7月定例会 文 責 障がい福祉室 

日 程 
令和 6年 7月 18日 

午後１時３０分～3時 45分 
場 所 メインシアター レセプションホール 

１． 「障がい者のための防災ハンドブック」について 

1-１ フォント・文字の大きさ・背景の色について 

イラストの選択と配置・文章の削除・印刷サイズ・るび・文字の大きさの検討が必要。 

 

 【意見】 

・当事者会の声が記載されているのがよい。 

・るびがあると見にくい。るびが小さい。 

・Ａ５だと文字が小さく、Ａ４の方が見やすい。 

・文字を大きく、イラストで分かりやすく。 

   →文字を大きく、るびあり・るびなしでテスト印刷する。 

・フォントはＰ.18のヘルプカードのフォントがやわらかい感じがして読みやすい。 

   →フォントを変更するが、イラストに記載の文字は修正できない。 

 

1-2 「地域との繋がりづくり」に掲載する内容について 

   災害が起きた場合のそれぞれの地区ごとの特色は？文章の削除・他に載せたいものはあるか 

の検討。地区ごとの取り組みを記載するのはどうか。P.13は19項目から10項目へ絞り込みが必要。 

 

 

【意見】 

・避難訓練があるが障がい者はほとんど参加できていない。 

・近隣住民に自身が障がいを持っていることを伝え、知ってもらう必要がある。知ってもらって 

いないと災害時に放っておかれる。 

・災害時に胸元に障がい者と示すものを身に着けるのはどうか。 

・集まって交流できる場が必要。新しくできた防災センターに期待している。 

・手話通訳者も一緒に避難訓練に参加してほしい。 

・緊急時に障がい者が一番困難になる。 

・防災訓練で学校の門や体育館前のスロープは車いすで入りにくい。 

・自治会は高齢世帯ばかりで若者世代が入っていない。 

・災害時は自宅待機を考えている。 

・避難所である学校の体育館に至急冷暖房を設置してほしい。 

・P.12の図は地区ごとに→を記載し内容を記入したらどうか。 

・P.13は 10項目目「積極的に・・・」、13項目目「情報を・・・」、16項目目「内部障がいや・・・」、17項目 

目「外見などでは・・・」、18項目目「やさしく・・・」削除または修正したらよいのではないか。 

  →前回のグループワークでの意見５つを大きく記載する。 

  →P.12各地区の特徴や困りごとを記載する。 

  →p.13項目をピックアップし、イラストを挿入する。 

  →A4判の文字の大きさを A5判でも用いる。 

  →来月初稿版の作成のため、それまでにメールで送付するので各自確認する。 

 

２． その他 

・「茨木市障害者地域自立支援協議会 障害当事者部会」からの交流会依頼について 

会議録（要旨） 



 

 

茨木市の当事者会と交流会の場所と日程調整中。 

 

・令和６年度当事者会における傍聴について 

   茨木市との交流会時に検討している。 

 

 以上        

 

 


